


学級活動・学校行事 道徳の実践 期待する子どもの姿

（図１）道徳単元構想図 

書いているのか興味をもたせることができることも指

摘していた。 

そして、学級通信を作成するポイントは、子どもの

日記から文章をそのまま抜き出し、それを通信に載せ

ることで、仲のよい友だちだけではなく学級全体で日

記に書かれた子どもの思いを共有できるのだと学んだ。 

  ②大津和子実践から学んだこと 

 具体物を授業で用いるとき、どのような基準で選べ

ば効果的に活用できるのかを学んだ。 

実践『一本のバナナから』は、子どもたちにとって

身近なバナナを食べることから始まる。そして、その

バナナが世界規模の課題である南北問題へとつながっ

ていく。 

教材として具体物を選択するとき、できるだけ子ど

もにとって身近にあるものを選ぶことが大切であり、

その具体物を活用するときには、授業のねらいにあた

る事柄を子ども自身に具体物から発見させることが重

要だと実践記録を読み実感した。 

授業で具体物を活用するときには、「子どもにとっ

て身近な物」であり「その具体物から発見があること」

がポイントだと学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③有田和正実践から学んだこと 

 子どもの意欲を引き出すために具体物を活用するこ

とが効果的であると学んだ。子どもの意欲を引き出す

方法は有田の教材論である「北風と太陽」だ。 

教師が子どもにこれをやらせよう、あれをやらせよ

うとすればするほど子どもはマントを着こみ消極的に

なってしまう。しかし、具体物という太陽をあてるこ

とで子どもは自らマントを脱ぎ、進んで行動しようと

する。 

具体物を活用することで子どもの意欲を引き出す

きっかけを作り出せるのだと学んだ。 

また、授業づくりをする場合どのような視点をもち

行うべきなのかを学んだ。その視点は３つある。 

①「教材研究」では教材を面白いものにするために

はどのようにすればよいか考える。②「子ども研究」

では子どもが何を求めているのか研究する。③「指導

法研究」はほとんどの場合教材がきちんと決まれば方

法は自然とついてくると考える視点である。 

授業を構想する際には、具体物のみにこだわるので

はなく、常にこの３つの視点をもつことが大切である

と学んだ。 

 

Ⅱ 教師力向上実習Ⅰの実践 

 １ 教師力向上実習Ⅰの構想 

 教師力向上実習Ⅰでは、帯の活動と縦の活動を組み

合わせ、子どもたちを成長させることを構想した。毎

日行う帯の活動は「やさしい人大さくせん」と題し１

日１つ友達や教室が喜ぶことを子どもが考え実践する

活動とした。これは、私の被教育体験である日本赤十

字社が推進しているボランティア・サービス活動を参

考にしている。 

日々の流れとしては、朝の会で学級通信を紹介する。

帰りの会で日記を子どもたちに書かせる。朱書きをす

ることで子どもの活動を把握し、相手を意識した活動

になるよう支援する。学級通信を作成し、相手を意識

して親切ができた記述をしている子どもを中心に紹介

する。朝の会に学級通信を紹介するという流れである。 

また、よく書けていた子どもの日記にシールを貼り、

なぜシールが貼られているのかを子どもたちに考えさ

せ、自分以外の日記にも興味を持たせようとした。 

学級通信では、毎回日記を３人ずつ紹介し、クラス

全体で友だちがどのような活動をしているのか共有す

る働きをもたせた。 

それに加え、学級通信で紹介した子どもには、クラ

ス２７人全てそろうとひとつの絵が出来上がるように

工夫した学級掲示用のパーツを渡し、名前を書かせて

貼らせた。 

縦の活動では、子ども達が毎日行う活動に意味を持

たせるために１週間に１度道徳の授業を行うことを計

画した。週に１度の道徳にはテーマがあり第１週目の
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テーマは、「私ができる『いいこと』ってどんなことが

あるのかな。」２週目のテーマは、「私も『ここが私達

の教室です』と胸を張って言えるようになりたいな。」

３週目のテーマは、「友達のよさってその友達のことを

よく知らないと分からないんだなぁ。友達が何をして

いるか気になるなぁ。」第４週目はまとめとして、「た

だやさしくするだけではダメなんだ。相手がどう思う

か考えてから、行動することが本当のやさしさなんだ。」

とした。 

「やさしい人大さくせん」の期間は、１週間を１ク

ールとし３クールの間、帯の活動と道徳を行い、第４

週目に道徳の実践のみ行った。帯の活動を行った日数

は、ゴールデンウィークと重なっていたため、実質約

２週間である。 

また、子どもたちの日記に書かれている文章がどの

ように変わっていくのか追っていくことで、そこに表

れてくる質的な変容を分析することを計画した。 

私は本構想で、毎日の言葉かけはもちろん大切であ

るが、目で見える形で子どもたちにフィードバックを

送ることを主眼に置いた。これは、外国籍児童を支援

する中で気づいた具体物の活用である。言葉という目

で見えないものより朱書きや学級通信、学級掲示など

子どもたちの目で見える形で頑張りを支援することが、

子どもたちの成長や変容につながるのではないかと考

え実践した。 

２ 日記指導の工夫 

ア 日記指導のねらい 

「やさしい人大さくせん」は１日１つ友達や教室が

喜ぶことを子どもが考え実践する活動である。その活

動の中心的役割をするのがこの日記指導である。日記

指導では、クラス全員の子どもたちが行った活動を一

人も見落とさず把握し、それぞれの段階に合わせて親

切を通して友だちと関わる機会をつくることが目的で

ある。 
具体的には、朱書きにより親切なことをしたときに

子ども自身がどんな気持ちになるのかを引き出す。そ

の親切にする活動を通して友だちと関わる機会をつく

る。親切にする活動自体によさを見つけさせ継続する

意欲に結び付けることである。 
また、実習の終わりに子どもたちの日記を一冊に製

本することで、子どもたち自身で一カ月の成長を具体

物である冊子という形で振り返ることができるように

するねらいがある。 
イ 子どもの変容 

 Ｂ君の変容を紹介する。Ｂ君は、グループで行動を

するときに周りが見えず、友だちとトラブルになるこ

とが多い子どもである。 
しかし、私はＢ君のよさを引き出し、そのよさを通

して友だちとうまく関わる機会を作りたいと考え、日

記に朱書きを入れることで支援をした。 

 
Ｂ君は１日目にクラスで唯一日記を提出しなかっ

た。そんなＢ君が３日目に自分から行動に移すことが

できた。 
朱書きでＢ君が自分から行動できたことを認め、親

切をしたときに感じた気持ちを引き出すことをねらっ

た。 

 

自分がトイ

レのスリッ

パをそろえ

たときなん

だかいい気

持ちになっ

てスッキリ

した。 
（子どもの

日記） 

トイレのスリッパがしっかりとそろっていると

気持ちがいいですよね。きっと次にスリッパを

見た人もよい気持ちになったと思いますよ。し

っかり書けましたね。すばらしい。 
（朱書き） 

（資料２）Ｂ君４日目の日記

自分がト

イレのス

リッパを

そろえた。

（子ども

の日記）

トイレのスリッパをそろえられたのですね。

そのときＢ君はどう感じましたか。（朱書き）

（資料１）Ｂ君３日目の日記
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朱書きの効果があり、Ｂ君の気持ちを引き出すこと

ができた。教師が朱書きをしたことに対して、子ども

は本当に素直な反応を示してくれるのだと実感した。 
朱書きでＢ君が記述した感じた気持ちを繰り返し

書くことで認め、Ｂ君ができた親切な活動が次に使う

人の心に届いていることに気づかせようと試みた。 
次は、その親切な活動を通して友だちとＢ君を結び

付けることをねらいとする。 

 
 Ｂ君の日記が大きく変容した。今までは、文章がい

つも「じぶんが・・・」で始まっていたのに対して、

今回の日記ではＢ君が行った親切な活動について、友

だちがどのような反応を示したのか記述されていた。 
 前回の日記で「次スリッパを見た人もよい気持ちに

なったと思いますよ」と朱書きをした効果としてＢ君

が、次にスリッパを見た人に注目するという結果につ

ながったと考えられる。また、次にスリッパを見た友

だちと会話をしたことで、親切な活動を通して友だち

とつながることができ「またやりたい」というＢ君の

変容につながったのではないだろうか。 
私は、子どもは本当に期待をかければ変わるものだ

と実感した。とても嬉しかった。「やってよかった。ま

たやりたい。」私もＢ君と同じ気持ちになった。 
この日記を私は学級通信に載せた。次はトイレのス

リッパ以外で何か活動できないか期待を込めて声かけ

をした。 

 
声かけをした効果としてＢ君は、トイレのスリッパ

以外で親切ができるようになっていた。Ｂ君は普段給

食委員会の仕事を忘れたり時間ギリギリに行ったりし

ていた。そんなＢ君が委員会の仕事をして「とっても

うれしかった」と記述し「これからもがんばろう」と

いう気持ちに変容したことに私は驚きを隠せなかった。 
ほんの数日前まで日記を書くために親切な活動を

している様子だったＢ君が、友だちや６年生と親切な

活動を通してかかわりあうことで、大きく変容するこ

とができていた。 
その変容を促した一因として、学級通信を紹介した

ときにＢ君の日記をクラス全員の前で読み、ほめたこ

とが効果的であったのではないかと考えられる。朱書

きの効果を学級通信で深めることができた。 
３ 学級通信の工夫 

  ア 学級通信のねらい 
 学級通信のねらいは、子どもたちが毎日書く日記を

クラス全員の前で紹介することにより、仲の良い友だ

ちだけでなく、学級全体で友だちがどのような活動を

行っているかを共有することである。 
また、学級通信に全ての子どもの日記を載せること

を約束している。それにより、３週間という長い期間

であるが子どもたちに緊張感をもち活動を続けさせる

ねらいも含まれている。 
それに加え、名前はイニシャルにするが、子どもの

日記を写真で撮りそのまま学級通信に載せることで、

自分が書いた日記に愛着をもたせる効果もねらってい

る。 

いい調子ですね。「ありがとう」という言葉に

は不思議な力がありますね。何回聞いても嬉し

いですから。これからもがんばってね！！ 
（朱書き） 

今日、給食委

員のとき、６

年生があり

がとうてい

ってとって

もうれしか

った。そして

ぼくはこれ

からもがん

ばろうと思

った。 
（子どもの

日記） 

（資料４）Ｂ君６日目の日記

今日、トイ

レのスリッ

パをそろえ

てそのとき

友だちが見

ていたから

やってよか

った。また

やりたい。

（子どもの

日記） 

「友だちが見てたからやってよかった」そう

です。やさしいことは友だちがしっかりと見

ています。Ｂ君はその友だちとやさしいこと

でつながれましたね。それにまたやろうと思

えたことはすばらしいことです。Ｂ君あなた

が今日の一番です。（朱書き） 

（資料３）Ｂ君５日目の日記 
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４ 教室掲示の工夫 

  ア 教室掲示のねらい 

 教室掲示のねらいは、子どもたちが行った親切を目

に見える形で示すことである。教室掲示は、学級通信

に載った子どもにパーツ（花火の花びら）を配りそれ

に自分の名前を書かせて、私が指定した場所に貼らせ

ることで作り上げていった。子どもの名前を書かせた

ねらいは、２７人の子どもたちがたった１人でも欠け

ては完成しないことを示すためである。 

また、子ども達には最終的にどんな絵ができあがる

か伝えないことで、３クールの間、日記を書き続ける

意欲を引き出そうと工夫した。２７人全員が学級通信

に載り、クラス全員の前でほめられて初めて完成する

掲示物とした。子どもたち一人ひとりの親切が毎日集

まっていく様子を、具体的な目で見える形で分かるよ

うに工夫をした。 

イ 子どもの変容 
 Ｃさんの変容を紹介する。Ｃさんは、クラスの中で

あまり目立つ子どもではない。また、クラス替えによ

り仲の良い友だちと離れてしまっている様子であった。

そのため、４月当初はなかなか友だちグループに入れ

ないでいる様子であった。私はＣさんを親切にする活

動を通して、多くの子どもと関われるように支援をし

た。 

 
 実践を行う前にＣさんは「みんなはひとりのために、

ひとりはみんなのために」という言葉に対して漠然と

したイメージしか持てていなかった。 

 
 Ｃさんが教室掲示に自分の名前を貼るとき、すでに

貼られている子どもの名前を友だちと一緒に確認して

いる姿が印象的であった。また、今まであまり笑顔を

見せなかったＣさんが記述にも表れているように、友

だちと一緒に笑顔でいる様子を見て私はＣさんが友だ

ちとかかわりあう機会に掲示が役に立ったと実感した。 

（質問） 
「みんな

はひとり

のために、

ひとりは

みんなの

ために」か

らあなた

はどのよ

うなイメ

ージをし

ますか。

１人１人協力しあってみんなが笑顔になれること

がわたしは頭の中にうかびます。 
（Ｃさんの記述） 

（資料９）実践を行った後にＣさんが 
持っていたイメージ 

（質問） 
「みんなは

ひとりのた

めに、ひと

りはみんな

のために」

からあなた

はどのよう

なイメージ

を し ま す

か。（何を感

じますか）

みんなは一人のために、一生けんめい一人ひとり

助け合って一人はみんなのために協力し合うこ

とを感じた。（Ｃさんの記述） 

（資料８）実践を行う前にＣさんが持っていた 
イメージ 

できあがった学級掲示を表紙に子どもたちの

日記と学級通信をはさみ２７人分の冊子を作

り配布した。 

季 節 感

が 出 る

よ う 工

夫した。

（資料７）「やさしい人大さくせん」の記録（表紙）

（日記と学級通信を１冊に製本したもの） 
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Ⅲ 教師力向上実習Ⅱの実践 

 １ 教師力向上実習Ⅱの構想 
 教師力向上実習Ⅱでは、理科「植物の花のつくりと

実や種子」、算数「整数」、外国語活動「What color is 
it」をそれぞれ１単元ずつ行った。 
その中で、具体物を活用した授業づくりを心がけ、

言葉だけで説明するのではなく、子どもたちに身近な

具体物を用いることで子どもの理解をより深めること

を目指した。 
その手だてとして「教材研究」「子ども研究」「指導法

研究」「子どもによる身近な具体物からの発見」を常に

意識し授業づくりを行った。 
理科「植物の花のつくりと実や種子」では、子ども

たちが学んだことを実生活へと結びつける手だてとし

て具体物を活用した。 
算数「整数」では、目で見えにくい倍数の関係性を

目で見える形で子どもたちに示す手だてとして具体物

を活用した。 
外国語活動「What color is it」では、子どもたちが

学習した色がどれほど身近にあるのかを示すために具

体物を活用した。 
２ 理科「植物の花のつくりと実や種子」 

（８時間完了８時間目） 

ア 具体物を活用するねらい 

本時は、単元をまとめる１時間として「アサガオの

花粉がトゲトゲしているのはなぜだとう」と題した授

業を計画した。前時に顕微鏡で観察したアサガオの花

粉の表面の形が、実は子どもたちの身のまわりにある

マジックテープと深い関わりがあることを発見させる

ことがねらいである。 
本時で扱った具体物は以下の視点から選び出した。

休み時間が終わり教室に戻ってきた子どものズボンに

『くっつきむし（ヌスビトハギ）』がついていた。子ど

もたちにとってヌスビトハギはみんな知っているとて

も身近な植物だと分かった。（子ども研究） 
ヌスビトハギは、くっついたり離れたりする性質が

ある。私は、以前大学の講義でヌスビトハギの表面を

顕微鏡で見るとカギ状になっており、その性質を利用

してマジックテープが開発されたことを学習した。単

元で扱ったアサガオの花粉の表面の形とヌスビトハギ

の表面の形に共通点を発見した。（教材研究） 
ヌスビトハギを授業で活用するためには、花粉の形

を確実におさえる必要がある。そのために、模型を準

備し目で見える形で子どもたちに示す方法がよいので

はないかと考えた。（指導法研究） 
子どもたちにとってヌスビトハギとマジックテー

プはとても身近なものである。それに加え、アサガオ

の花粉の形がトゲトゲしていることを子どもたちは学

習している。アサガオの花粉の形とヌスビトハギの性

質からマジックテープの存在を子どもたち自身に発見

させることはできないだろうかと考えた。（子どもによ

る身近な具体物からの発見） 
  イ 子どもの変容 

 実践の中で子どもたちがどのように変容したか紹

介する。 

 

 授業開始時子どもたちは前を向いて座っているが子

どもの視線がバラバラになっている。また、教科書を

見ていたり、プリントを見ている子どもの姿も見られ

る。 

 
 アサガオの花粉がトゲトゲしていることを復習した

後、花粉がめしべにくっつくかどうか模型を使い確か

めた。 
（写真２）は、子どもがめしべの模型（先端にマジ

ックテープを貼り付けた棒）につるつるした花粉の模

型（スーパーボール）とトゲトゲした花粉の模型（デ

コレーションボール）のどちらがくっつくか試してい

る様子である。 

 

（写真３）めしべの模型と花粉の模型を提示 
 したときの様子（全体） 

（写真２）めしべの模型と花粉の模型を提示 
 したときの様子（拡大） 

めしべの模型

（左）に花粉の

模型（右）を子

どもがくっつ

けている様子。

（写真１）授業開始時の様子 
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 （写真３）は、（写真２）と同じタイミングで教室全

体をとらえた様子である。つるつるした花粉（スーパ

ーボール）はめしべの模型にくっつかず、トゲトゲし

た花粉（デコレーションボール）がめしべの模型にく

っつく様子に子どもたちが注目して見ている。 
授業開始時（写真１）と比べ、子どもたちの視線が

そろっていることが確認できる。模型（具体物）を活

用したことにより子どもたちの集中力が上がったと感

じた。 

 
 トゲトゲした花粉がめしべにくっつくことを確認し

た後、子どもたちが知っている物でくっつくものがな

いが発問した。休み時間に教室で見たと伝えるとすぐ

に｢くっつきむし｣と子どもから反応があった。 
ヌスビトハギを提示し私が自分の服につけると子

どもたちから「うわー」と大きな声があがった。子ど

もたちに身近な具体物を活用した効果が教室全体で起

こった｢うわー｣というつぶやきとして現れたのではな

いだろうか。 

 
 くっつくということを手掛かりに、アサガオの花粉

の形から、ヌスビトハギの表面の形を子どもたちに考

えさせた。 
２人の子どもがヌスビトハギの表面がどのように

なっているか予想を立てた。Ｄ君は、アサガオの花粉

と同じでトゲトゲしていると答えた。Ｅ君は、トゲト

ゲしていることに付け加えて、めしべと同じようにネ

バネバしていると予想を立てた。クラスの子どもたち

の反応はＤ君説とＥ君説にちょうど半分ぐらいに分か

れた。 
子どもの予想には、意見を発表した代表２人ともア

サガオの花粉の形というキーワードが含まれていた。

また、めしべがネバネバしているからヌスビトハギの

表面もネバネバしているのではないかという意見が子

どもからでたということから、これまでに学習してき

た内容と本時の学習を結び付けて考えることができた

と言える。 
アサガオの花粉がめしべにくっつくということか

らヌスビトハギがくっつく仕組みを表面の形に着目し、

そこから推測することができていた。 

 

ヌスビトハギの表面の形がかぎづめ型になってい

るので服にくっつくのだと説明をした。「うわー」「す

ごい」と子どもたちから反応があった。ヌスビトハギ

が自分の服に知らない間にくっついている理由は、ア

サガオの花粉よりもすごいかぎづめ型をしている表面

の形のためなのだと納得している様子だった。 
その後で、「ヌスビトハギの表面を見た偉い科学者

がある物を発明しました。１度は必ず見たことがある

ものです。それは何でしょうと」発問した。「くっつい

て、はなれる。くっついて、はなれるもの。」とヒント

をだした。 
クラスほとんどの子どもの口から、以外にもあっさ

りとマジックテープという意見がでた。私は、嬉しさ

より驚きの方が大きかった。 
ヌスビトハギという子どもにとって身近な具体物

からマジックテープという子どもが１度は見たことが

ある身近な具体物を関連付け発見することができてい

た。 
マジックテープを各列に回し、ヌスビトハギのかぎ

（写真６）マジックテープの形を確かめる様子 

右の子どもがマジックテープの表面の形を注

意深く見ているのに対して、他の子どもは早

く自分も見たい様子だ。 

（写真５）子どもの予想 

ヌスビトハギがトゲト

ゲしているかつるつる

しているか予想を立て

た。 

子どもたちから「うわー」と大きな声

があがる。 

（写真４）ヌスビトハギを服に 
くっつけている様子 
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づめ型とマジックテープの表面の形がどのようになっ

ているのかを子どもたちに確認させると（写真６）の

様子から分かるように、奪い合うほど教材に興味を持

たせることに成功した。 
またそれと同時に、「マジックテープの表面の形が

家庭科の教科書に載ってるよ」「裁縫道具にマジックテ

ープが入っていたような気がするな」「そういえば、く

つにマジックテープがあったよ」と子どものつぶやき

が聞こえてきた。 
私が、生活と結び付けて考えさせる前に子どもたち

はすでに進んで考えているようだった。このような反

応を得られたということから具体物を活用することが、

子どもたちの理解を深めることに役立ったと考えられ

る。 

 
「実はみんなの身のまわりにマジックテープはた

くさん使われています。何か知っていますか」と発問

すると「筆箱」「くつ」「手袋」などの意見がでた。 
手を挙げなかったが、すいとうをもって私に目線を

送ってくる子どもがいた。よく見ると、すいとうのカ

バーにもマジックテープが使われていた。その子ども

を「よく気づいたね」とほめた後、すいとうを借りて

全体で説明した。多くの子どもがすいとうのカバーに

は気づいていなかった様子で「それもあったか」とい

う反応を示した。 
すいとうのカバーについているマジックテープを

見せて、実際にくっつけたりはなしたりすると子ども

たちは食い入るようにすいとうを見つめていた（写真

７）。多くの子どもが自ら体の向きを見やすいように直

し、前かがみの姿勢になっていた。中には身を乗り出

して見つめる子どももいた。 
子どもが知っているけれども気づいていない具体

物を教材として扱ったときの反応がとてもよく、本時

の実践の中で一番よい子どもの反応が見られた。 
本時のねらいである「前時に顕微鏡で観察したアサ

ガオの花粉の表面の形が、実は子どもたちの身のまわ

りにあるマジックテープと深い関わりがあることを発

見させること」を子どもの反応から具体物を活用する

ことにより達成することができたと考えられる。 
言葉だけではなく視覚的に子どもたちが理解を深

め、発言をしたくなるような工夫を具体物を用いて行

うことができた。また、子どもたちに身近な具体物を

使うことで、子どもたちの理解が深まるよう工夫をし

実践をすることができた。 

 
Ⅳ 教師力向上実習からの学び 

 １ 具体物を活用した実践からの学び 
 私が具体物を活用した授業づくりがしたいと考える

ようになったきっかけは、外国籍児童とボランティア

を通して関わったからであった。言葉だけで説明する

のではなく、子どもたちに身近な具体物を用いること

で子どもの理解をより深められるという実体験を私自

身がしたからだ。また、私は具体物を活用することは

外国籍児童だけではなく、全ての子どもたちの理解を

深めることにつながるのではないかと考えたからだ。 
 私が配当されたクラスには、Ｆさんという外国籍児

童（女子）が１人いる。私は、外国籍児童とボランテ

ィアを通して関わっていたこともあり、Ｆさんを変容

させようと私なりに努力をした。しかし、教師力向上

実習Ⅰでは日記、学級通信とも文字を中心とした支援

であったためＦさんにとってハードルが高く、思うよ

うに成果をあげることができなかった。そこで教師力

向上実習Ⅱでは、言葉が多少分からなくても目で見て

理解できることを最大の力点とした。 

 
 （資料１０）はアサガオの花粉を顕微鏡で観察した

ときにＦさんが描いたスケッチである。とてもよく描

けている。ここまで細かく記述できたのはＦさん１人

だけだった。やはり目で見て理解できる教材は外国籍

児童にとってとても効果的であった。 
 教師力向上実習Ⅱでは、校庭に咲いているアサガオ

やヘチマなど実物教材をなるべく多く使うように心が

けた。そして、アサガオの花粉とマジックテープの関

係性をヌスビトハギを通して発見させる実践では、具

体物を提示したときにＦさんも含め多くの子どもの視

線を集め集中させることができた。 

Ｆさんがアサガオ

の花粉を顕微鏡で

見たときにスケッ

チしたもの。 
クラスの中で一番

上手だった。 

（資料１０）Ｆさんのスケッチ 

すいとうのカバーについているマジック

テープを紹介している。 

（写真７）教科と生活を関係づける 
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 Ｆさんと他の日本人の子どもたちが授業に集中でき

たということは、私が実践主題とした｢具体物を活用す

ることは外国籍児童だけではなく、日本人の子どもた

ちの理解を深めることにつながるのではないか｣とい

う見通しの方向性が正しかったと言えるのではないだ

ろうか。 
 ２ 目指す教師像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私は、サポーター実習、教育実習（小学校免許）、

特別課題実習、教師力向上実習Ⅰ、多様なフィールド

実習、教師力向上実習Ⅱ、教師力向上実習Ⅲで多くの

先生方や子どもたちと出会うことができた。それは、

私にとってかけがえのない財産であり、私が目指す教

師像の方向性を決める大切な指針となった。 
 私は、実習を通して数多くの尊敬する先生方と出会

うことができた。私もこんな指導がしたい。子どもと

先生みたいにかかわれるようになりたい。私にとって

何通りもの目指す教師像ができた。 
 また、実習を通して数多くの子どもたちと出会うこ

とができた。今でも何人もの子どもたちの顔をすぐに

思い浮かべることができる。そのたびに私は、嬉しい

気持ちになったり、ほんの少しあの子のよいところを

もっと見つけてあげられればよかったなと後悔する。

本当にいろいろな出会いがあった。 
 私は、これから教師として数多くの先生方や子ども

たちと出会うこととなる。その出会いをよりよいもの

とするために一つ決めたことがある。それは、尊敬で

きる先生のよいところを一つでも多くまねをし、自分

のものにすることである。あの実践をされていた先生

の方法を取り入れてみよう。こんな指導をされていた

先生を真似してみよう。あの先生が持っているオーラ

を研究してみよう。 
 私の目指す教師像はまだまだはっきりとはしていな

い。これから出会う先生や子どもたちに教えられてど

んどん変わっていくだろう。 
 それでも今の時点で言うのであれば、実習でご指導

いただいた先生のようになりたいと思う。子どものよ

さを信じ疑わない先生、子どものよさを伸ばすことに

真剣な先生である。私にはまだまだ遠く、何年後に達

成できるか分からない。もしかすると近づくことさえ

も難しいかもしれない。けれども、今の私はその目指

すべき方向をしっかりと見ていると断言することがで

きる。 
 
【付記】 

 実習でご指導やご助言をしていただいた、みよし市立Ａ小学

校（サポーター実習、教師力向上実習Ⅰ、教師力向上実習Ⅱ）、

豊田市立Ｂ小学校（特別課題実習）、豊田市立Ｃ小学校（小学校

免許実習）、岡崎のＤ学園（多様なフィールド実習）、豊明市立

Ｅ小学校（教師力向上実習Ⅲ）の先生方に心から感謝申し上げ

ます。また、実習の間に出会った全ての子どもたちの成長を心

から祈っています。 

 最後に、いつもいつもご迷惑ばかりおかけしてしまった私を

ご指導して下さった中妻雅彦先生をはじめ、教職大学院でご指

導して下さった全ての先生方に心から感謝申し上げます。 
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